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研究成果の概要（和文）：成人脊柱変形に対する新しい手術術式である、側方侵入椎体間固定術は成人脊柱変形
の低侵襲化に寄与しているが、その有用性を種々検討し、成人脊柱変形手術の低侵襲化を目指した。
また、成人脊柱変形のなかでも未だ概念や、手術治療の方針などのコンセンサスが得られていない重度頚椎変形
の病態解明を目指して、いままでほとんど論じられることのなかった全脊柱バランスと頚椎後弯変形との関係を
詳細に検討し、重心の位置によって、頚椎後弯変形が２群に分けられることを初めて報告し加えて、頚椎後弯変
形矯正手術後に、全脊柱配列が良好となるように頭蓋重心と体幹重心とが一致する方向に変化してゆくことを初
めて報告した。

研究成果の概要（英文）：We elucidated that recently introduced minimally invasive lateral interbody 
fusion surgery minimize the invasiveness of adult spinal deformity surgery. In addition, in order to
 elucidate the pathological condition of severe cervical deformity. Etiology and pathophysiological 
status of the severe cervical deformity has not been fully gained consensus. We, for the first time,
 elucidated the relatinship between total spinal balance and cervical kyphosis. We also examined 
whether cervical deformity surgery affects total spinal alignment or not. The primary goal of 
cervical reconstruction surgery is to achieve occiputtrunk concordance. Once it is achieved, 
subsequent thoracolumbar alignment changes occur as needed to harmonize global spinal alignment. 
Cervical reconstruction can restore both cervical deformity and global spinal alignment. 

研究分野： 整形外科学
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１． 研究開始当初の背景 
 

脊柱変形手術は脊椎脊髄外科の集大成であ
るが、大きな出血量、長い手術時間、広範囲
な展開など大きな侵襲を伴う。また、高齢化
社会に伴い、高齢成人脊柱変形手術の必要性
が増大している。 
脊柱変形の中でも頚椎後弯変形は難治性で
あり、重度頚椎変形は no man’s land とも
いわれ、その手術治療は難易度が高く合併症
も多く報告されている。頚部痛や脊髄症状の
発症に加えて、前方視障害が生じ日常生活に
多大な影響を及ぼすが、いまだその病態には
不明な点も多く、また、手術戦略に関しても
コンセンサスが得られていない。 
また、胸腰椎の変形にともなって中高年者が
腰痛のために著しく日常生活障害をきたす、
いわゆる成人脊柱変形に対する手術に対し
ては、低侵襲側方侵入椎体間固定術（LIF）
の有用性が報告されるようになった。近年普
及してきた低侵襲側方侵入椎体間固定術
（LIF）はその侵入経路により、extream 
lateral interbody fusion(XLIF)と oblique 
lateral interbody fusion (OLIF)に大別さ
れる。我々は、LIF が日本に紹介された直後
から XLIF 手技を導入し、とくにその低侵襲
性に着目して成人脊柱変形手術への応用を
試みてきた。 
 
２． 研究の目的 
 
高齢者脊柱変形手術と頚椎後弯変形手術の
総合的な低侵襲化をめざし、頚椎後弯変形の
病態の詳細な検討、環軸椎固定術の低侵襲化
としてトランスバースコネクターの有無で
の手術成績の違い、胸腰椎変形矯正手術の低
侵襲化のためのLIF手術の有用性を検討する。 
 
３． 研究の方法 
 
（１）頚椎後弯変形 
① 頚椎変形と全脊柱配列との関係 
 重度頚椎後弯変形で手術治療が必要であ
ると説明された103名の患者群と胸腰椎の変
形に対して手術を施行された 119名の患者群
における、脊柱アライメントの指標となる
種々のパラメーターを比較検討した（図１、
図２） 
 
 
 
 
 
 
   
 

 
図１．論文②から引用 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図２. 論文②から引用 
 
（２）環軸椎固定術におけるトランスバース
コネクターの有用性 
 環軸椎固定を行なう患者群をトランスバ
ースコネクターの有無で比較を行うことで
トランスバースコネクターの有用性を解析
し、環軸椎固定術の低侵襲化が可能かどうか
検討した。 
 
（３）成人脊柱変形の低侵襲化 
成人脊柱変形手術時に、側臥位で固定用スク
リューを刺入する群を、従来の腹臥位でスク
リューを刺入する群と比較しその有用性を
検討した。また、解剖実習用屍体を用いて椎
間板周囲の血管走行を解析し、LIF の成人脊
柱変形に対する有用性を検討した。 
 
４． 研究成果 

 
（１）頚椎後弯変形 
① 頚椎後弯変形と全脊柱アライメントと
の関係に関して解析、検討を行なった。頭蓋
重心線、真の重心線、体幹重心線に特に着目
して検討すると頚椎後弯変形患者は、胸腰椎
変形患者に対して体幹重心は後方変位し、さ
らに頚椎変形患者での解析では、頭蓋で体全
体のバランスを保つ、Head-balanced type と
体幹以下でバランスを保つ、Trunk-balanced 
type とに大別できることをはじめて報告し、
そのメカニズムを考察した（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図３. 論文②から引用 
 



 
② 頚椎変形矯正手術の全脊柱アライメン
トに対する影響 
 頚椎後弯変形に対する矯正固定術後患者
における検討から、頚椎後弯変形矯正手術後
においても、胸椎や腰椎のアライメントが術
後変化し、脊柱全体として良好な立位バラン
スを獲得する方向に胸椎と腰椎の湾曲が変
化し、そのために頭蓋の重心と体幹の重心を
一致させるように脊柱配列が変化すること
を初めて報告した。 
 
（２）環軸椎固定術の低侵襲化 
トランスバースコネクター有り群ではなし
群と比較して、早期骨癒合が得られることが
明らかとなった。この結果から術後外固定の
簡略化や早期離脱が可能となり、環軸椎固定
術の低侵襲化の一助となると考えられた。 
 
（３）成人脊柱変形の低侵襲化 
解剖学的検討では、椎間板を横切る血管が存
在することが明らかとなり、LIF手術での注意
点があらたにあきらかとなった。また、側臥
位でスクリューを刺入することで、手術時間
や出血量の軽減が図られその有用性が明らか
となった。LIF手術では症例によって、後方か
らの神経除圧を行わなくても神経の圧迫が解
消される症例があることが明らかとなった。 
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